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養部に着任したのは、昭和 58 年の 4 月であった。溝口君が私の研究室へ挨拶にやって来た日、
待兼山の桜はちょうど満開であった。窓下の池をとりまく一面の桜の花を見ながら、四方山ばな
しをしたように思う。遠いむかしのようでもあり、またついこのあいだのことのようでもある。
私は平成 5 年 3 月で停年退官したので、教養部で溝口君と一緒の日を過ごしたのは 10 年ほど


















社会科学・社会科学　第 41 輯』（1992 年）の中に私を送る溝口君の一文が載っているが、それ
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は平成 4 年 7 月 29 日からボストン大学での「東西宗教交流会議」という学会に出張していて 8
月 10 日に帰って来た。この留守中に、ほとんど私と入れちがいに溝口君はチュービンゲンへ発
ったわけである。ついでに、もうすこし、その前後の日記の記事を写しておく。「7 月 27 日、研





























































番の親しみを覚える。エッカーマンによれば、ゲーテは 1824 年 5 月 2 日の夕方、ワイマール近
郊の森の傍で、赤々と燃えながら沈んでゆく夕日を見ながら、つぎのように語ったと言う。溝口
君のことを思いつつ、それを書き写しておくことにしよう。
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「75 歳にもなると、ときどき死のことを考えないわけにはいかない。だが、死のことを考え
ても、私はすこしも不安ではない。われわれの精神は決して滅びることのない存在であり、永遠
から永遠へと休みなく活動しつづけるものだということを確信しているからだ。それはちょうど、
あの太陽がわれわれ地上にいる者の眼には沈んで行くように見えても、じっさいは決して沈むこ
となく、常に輝きつづけているようなものだ」。
（おおみねあきら　大阪大学・名誉教授）
